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イベントの様子

ボルダリング体験

こ
ん
に
ち
は
、
大
宮
民
生

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委

員
で
す

　

大
宮
学
区
内
に
お
住
ま
い
の

70
歳
以
上
の
独
居
者
の
名
簿
を

作
成
し
、
毎
月
の
定
例
会
で
老

人
福
祉
員
と
異
動
報
告
を
し

て
、
安
否
の
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
人
で
の
外
出

が
困
難
な
方
が
外
出
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
佛
教
大
学
の

学
生
の
応
援
を
得
て
、
話
し
相

手
や
散
歩
の
手
助
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
宮
社
会
福
祉
協
議

会
と
共
に
、「
大
宮
ほ
っ
と
か

へ
ん
で
運
動
」
に
協
力
し
、
要

配
慮
者
（
高
齢
者
、
身
体
障
害

者
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る

家
庭
な
ど
）
の
把
握
に
努
め
、

災
害
時
に
支
援
で
き
る
体
制
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
主
任
児
童
委
員
を

中
心
に
、
子
育
て
サ
ロ
ン
「
も

う
い
い
か
い
」
を
立
ち
上
げ
、

会
場
と
な
る
西
賀
茂
児
童
館
の

協
力
を
得
て
、
年
４
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
毎
回
15
組
ほ
ど
の

乳
幼
児
と
お
母
さ
ん
が
参
加
さ

れ
、
折
り
紙
や
小
物
な
ど
を
手

作
り
し
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
子
育
て
に
つ
い
て
話
を
は

ず
ま
せ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
民
生
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
、
老
人
福
祉
員
、

紫
竹
包
括
セ
ン
タ
ー
、
大
宮
社

会
福
祉
協
議
会
、
佛
教
大
学
学

生
な
ど
皆
で
連
携
し
、
地
域
福

祉
の
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
介
護
課　
　

☎
432
‐
１
３
０
６

有
害
・
危
険
ご
み

　
　
　
　
　
回
収
し
ま
す

　

普
段
出
し
方
に
困
る
こ
と
の

多
い
有
害
・
危
険
ご
み
や
資
源

物
を
、
身
近
な
場
所
で
回
収
し

ま
す
。

　

回
収
品
目
な
ど
の
詳
し
い
内

容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
京
都
市

情
報
館
（「
移
動
式
拠
点
回
収
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）、
ま
た

は
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・

ま
ち
美
化
事
務
所
に
置
い
て
あ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
（
22
品
目
）

○
有
害
・
危
険
ご
み

　

石
油
類
、
医
薬
品
、
化
学
薬

　

品
、
塗
料
、
洗
浄
剤
な
ど

○
資
源
物

　

古
紙
類
、
古
着
類
、
使
用
済

　

て
ん
ぷ
ら
油
、
小
型
家
電
、

　

乾
電
池
な
ど

日
時
・
場
所

①
６
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時

　

～
11
時
・
紫
野
柳
公
園

　

（
紫
野
上
柳
町
49
他
）　

②
６
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時

　

～
11
時
・
紫
野
宮
西
公
園

　

（
紫
野
宮
西
町
21
）

問
合
せ　

　

北
部
ま
ち
美
化
事
務
所

　
　
　
　

☎
724-

８
８
８
１

　

北
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
366
‐
０
１
５
５

ハ
チ
の
お
は
な
し

　

ハ
チ
と
聞
く
と
、「
刺
さ
れ

る
」、「
怖
い
」
と
い
う
意
識
が

先
行
し
、
必
要
以
上
に
神
経
質

に
な
り
ま
す
が
、
不
用
意
に
巣

を
刺
激
し
な
け
れ
ば
、
ハ
チ
か

ら
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
は
少
な

い
で
す
。
特
に
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

や
ミ
ツ
バ
チ
は
植
物
の
受
粉
や

蛾
の
幼
虫
を
捕
食
す
る
益
虫
と

し
て
知
ら
れ
、
人
に
危
害
を
加

え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

〈
代
表
的
な
ハ
チ
の
種
類
と
特
徴
〉

　

巣
を
見
れ
ば
、
あ
る
程
度
ハ

チ
の
種
類
が
わ
か
り
ま
す
。

①
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

　

巣

は

灰

色

で
、
シ
ャ
ワ
ー

の
噴
出
し
口
の

様
な
形
で
す
。

性
格
は
お
と
な
し
く
、
長
い
足

を
下
げ
て
、
ふ
わ
ふ
わ
と
飛
行

す
る
の
が
特
徴
で
す
。
ど
う
し

て
も
駆
除
が
必
要
な
場
合
は
、

ハ
チ
の
眼
が
見
え
な
い
夜
間
に

市
販
の
殺
虫
剤
を
噴
霧
し
、
翌

日
に
巣
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ズ
メ
バ
チ

　

巣
は
茶
色
い

う
ろ
こ
模
様
で

出
入
口
は
一
つ

で
す
。
性
格
は
非
常
に
攻
撃
的

な
の
で
、
生
活
圏
内
に
巣
が
あ

る
場
合
は
衛
生
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
業
者
に
駆
除
を
依
頼

し
ま
す
。

　

無
理
に
自
分
で
駆
除
し
た
り
、

不
用
意
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族

や
近
所
の
方
が
近
寄
ら
な
い
よ

う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

衛
生
課　

☎
432
‐
１
４
６
７

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
だ
よ
り

　

本
市
で
は
、
市
民
の
方
々
と

共
に
、
先
の
大
戦
で
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
を
心
か
ら
追
悼

し
、
そ
の
尊
い
犠
牲
を
無
に
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
世
界
の
恒

久
平
和
を
願
い
、
戦
没
者
追
悼

式
を
行
い
ま
す
。

参
列
者
遺
族
の
範
囲

　

戦
没
者
の
配
偶
者
、
父
母
、

子
、
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
三
親
等

以
内
の
祭
祀
者
で
１
年
以
上
戦

没
者
と
生
計
を
共
に
さ
れ
た

方
。

日
時　

６
月
18
日
（
木
）

　

午
後�

２
時
～
３
時

　

（
受
付
開
始 

午
後
１
時
15
分
）

会�

場　

シ
ル
ク
ホ
ー
ル

　

（
下
京
区
四
条
室
町
角

京
都
産
業
会
館
８
階
）

申�

込
み　

５
月
18
日
（
月
）
～

25
日
（
月
）
に
福
祉
介
護
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
入
場
に
必
要
と
な
る
整
理

券
を
お
渡
し
し
ま
す
）

問
合
せ　

福
祉
介
護
課

☎
432
‐
１
３
０
６

３月31日に行われた
記念セレモニーの様子

対象となる
イベント

自治会・町内会、ＮＰＯ、学校などの団体が、市内で
開催し、リユース食器を使って100食以上の飲み物や
食べ物を提供するイベント

助成内容 リユース食器導入費用の２分の１以内（上限50万円）

助成対象 リユース食器の導入費用
ただし、食器の破損や紛失に伴う保証金は対象外

助成申請 申請受付は原則としてイベント開催の２週間前まで
その他 リユース食器は、リース事業者からレンタルして使用

５
月
は
憲
法
月
間
で
す

　

昭
和
22
年
５
月
３
日
に
日
本
国
憲
法

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は

５
月
を
憲
法
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ご
家
族
や
身
近
な
人
と

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

北
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

　 

　
　
ご
支
援
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
に
よ
り
、
北
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寄
付
金
は
、

北
区
制
60
周
年
記
念
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

＊�

確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税

の
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

京
都
市
北
区 
ふ
る
さ
と
納
税

検
索

　

世
界
文
化
遺
産
「
金
閣
寺
」

を
学
区
内
に
有
す
る
当
学
区
で

は
、
地
域
住
民
の
美
化
意
識
の

向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

学
区
内
で
の
年
２
回(

６
月
、

11
月)

の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
で

は
、
学
区
内
の
各
種
団
体
一
同

で
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
鷹
峯
学
区
千
束
町

か
ら
金
閣
学
区
原
谷
乾
町
に
至

る
農
林
橋
付
近
に
は
、
不
法
投

棄
物
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
減
少
し
ま
し
た
。
町
内

の
門
掃
き
か
ら
峠
道
で
の
バ
イ

ク
・
自
転
車
の
転
倒
事
故
防
止

の
為
の
、
落
葉
・
砂
利
掃
き
な

ど
、
各
町
内
会
が
率
先
し
て
美

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
北
区
民

ま
ち
づ
く
り
提
案
支
援
事
業
の

採
択
団
体
で
あ
る
「
紙
屋
川
を

美
し
く
す
る
会
」
の
清
掃
活
動

に
、紙
屋
川
の
上
流
に
あ
る
原
谷

地
域
の
町
内
会
も
協
力
し
て
い

ま
す
。

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
住

み
よ
い
環
境
の
た
め
に
今
後
と

も
精
力
的
に
清
掃
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

不
法
投
棄

　
　
　

に
向
け
て

ゼ
ロ

日　時　６月３日（水）午前10時～午後0時30分（受付：午前９時45分～）
場　所　北保健センター　栄養実習室
内　容　・講話 「みんなの力で地域に食育を
　　　　　　　　響かせよう！」
　　　　・講師　保健センター管理栄養士
　　　　・調理実習「京（みやこ）簡単
　　　　　　　　  　バランスクッキング☆」
　　　　　＊京都市内産のお米を使用します。
　　　　・試食、交流
参加費　500円　　
持ち物　エプロン・三角巾（スカーフなど）・
　　　　手ふきタオル
対　象　北区在住18歳以上の方（先着24人）
　　　　☆☆料理初心者の方、男性の方も気軽にご参加ください☆☆
申込み　窓口または電話にて5月18日（月）から受け付けます。
問合せ　健康づくり推進課成人保健・医療担当　　☎432-1438

京都市民の目指す姿
みんなで培う・育む「地域の食育」
～京の協（きょう）食～

新「京・食育推進プラン」から

京都ならではの食材「京都の旬野菜」「白みそ」
「麩」や「おだし」を使って『簡単バランスクッ
キング』を開催します☆
ご参加お待ちしています♪

みやこ京クッキング

料理の後
はみんな

で

ワイワイ
試食会♪

６月は食育月間です食育セミナー
　

３
月
１
日
、
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上

賀
茂
で
第
32
回
北
区
民
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
（
14
学
区
111
人
参
加
）

が
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
団
体
の
部
〉

優　

勝　

大
宮
体
振
チ
ー
ム

準
優
勝　

金
閣
体
振
チ
ー
ム

第
３
位　

柊
野
体
振
チ
ー
ム

〈
男
子
個
人
の
部
〉

優　

勝　

谷
川
弘
嗣�

（
大
宮
）

準
優
勝　

西
村
裕
幸�

（
金
閣
）

第
３
位　

加
藤
祐
一�

（
大
宮
）

第
32
回
北
区
民
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会

大
宮
体
育
振
興
会
　

優
勝
！

第
４
位　

高
梨　

明�

（
金
閣
）

第
５
位　

八
木
章
夫�

（
柊
野
）

〈
女
子
個
人
の
部
〉

優　

勝　

池
田
千
栄
子�

（
鷹
峯
）

準
優
勝　

鈴
木
恵
子�

（
紫
竹
）

第
３
位　

岡
田
尚
子�

（
紫
竹
）

第
４
位　

渡
邊
留
美�

（
紫
野
）

第
５
位　

井
上
か
お
り�

（
柊
野
）

問�

合
せ　

地
域
力
推
進
室
ま
ち

づ
く
り
推
進
担
当

☎
432
‐
１
２
０
８

　

北
区
役
所
で
は
、
今
年
度
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
、
事
業

等
を
ま
と
め
た
「
平
成
27
年
度

北
区
運
営
方
針
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

基
本
方
針
１

　

北
区
制
60
周
年
記
念
事
業

～
み
ん
な
で
考
え
未
来
を
紡
ぐ
～

「
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
（
か
ん
が
え
る
）

北
区
」
の
実
施

・�「
ｓ
ｅ
ｎ
ｄ 

ａ 

ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
北
区
か
ら

親
子
に
笑
顔
を
届
け
ま
す
～
」

の
実
施

・�「
北
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

の
開
催

・�

若
者
が
北
区
の
将
来
に
つ
い

て
話
し
合
う
「
未
来
を
語
る

会
（
仮
称
）」
の
開
催

・�「
ニ
コ
ニ
コ　

北
っ
子
・
親
子

で
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

開
催

・�「
北
区
民
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
開
催

・�「
北
区
制
60
周
年
記
念
式
典

及
び
区
民
ふ
れ
あ
い
交
流
会

（
仮
称
）」
の
開
催

・�「
ニ
コ
ニ
コ　

北
っ
子
・
親
子

で
学
ぶ
京
の
旬
野
菜
ク
ッ
キ

ン
グ
」
の
開
催

・�「
北
区
魅
力
再
発
見
ウ
ェ
ル
ネ

ス
事
業
」
の
実
施

・�「
私
の
好
き
な
北
区
」
シ
ョ
ー

ト
・
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

（
仮
称
）
の
開
催

・�「
北
区
制
60
周
年
記
念
誌
」
の

発
行

・�「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
」
の

開
局
支
援

基
本
方
針
２

　

北
区
基
本
計
画
～
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
～
の
策
定

・�「
北
区
基
本
計
画
〜
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン（
仮
称
）〜
」の
策
定

・�「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
・
北

区
」
の
実
現

・�

地
域
防
災
力
の
向
上

・�

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
健

や
か
に
育
て
る
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・�「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
の
推
進

・�「
北
健
康
き
っ
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
推
進

・�

区
民
や
大
学
生
等
の
健
康
増

進
や
疾
病
予
防
の
推
進

・
北
・
食
の
S2

推
進
事
業

基
本
方
針
３

　

「
北
区
民
ま
ち
づ
く
り
提
案

支
援
事
業
」
の
充
実

�

基
本
方
針
４

　

ま
ち
の
発
展
を
支
え
る
職
員

力
の
向
上
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

・�

全
庁
〝
き
ょ
う
か
ん
〟
実
践

運
動
の
推
進

・
市
民
応
対
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

・�
保
険
料
な
ど
の
適
正
・
公
平

な
賦
課
と
徴
収
率
の
向
上

・�

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

意
識
の
徹
底

・
適
正
な
業
務
執
行
の
徹
底

・�「
真
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
の
推
進

問
合
せ

　

地
域
力
推
進
室
企
画
担
当

　

☎
432
‐
１
１
９
９

　

３
月
22
日
（
日
）、
千
本
北

大
路
の
交
差
点
の
北
西
に
位
置

す
る
楽
只
市
営
住
宅
で
、「
出

会
う
」、「
学
ぶ
」、「
伝
え
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
空
き
店
舗
な

ど
を
活
用
し
た
、
賑
わ
い
づ
く

り
の
取
組
で
あ
る
１
０
０
０
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ａ(

セ
ン
キ
タ) 

Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ(

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト)

「
広
域
連
携
イ
ベ
ン
ト
」
が
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
方
々
の
協
力
を

得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
ま
ち
づ
く
り

組
織
で
あ
る
「
千
本
ふ
る
さ
と

共
生
自
治
運
営
委
員
会
」
お
よ

び
門
川
市
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
親
子

連
れ
な
ど
多
く
の
方
が
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
体
験
や
お
茶
会
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
こ

の
場
所
が
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
風

に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
楽
し
み

で
す
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

問
合
せ　

　

す
ま
い
ま
ち
づ
く
り
課　
　

　
　

☎
222
‐
３
６
６
３

団体の部にて優勝された
大宮体育振興会の皆様

　

雲
ケ
畑
地
域
に
お
い
て
、
自

治
振
興
会
が
運
営
主
体
と
な

り
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
運
行

し
て
い
る
、
雲
ケ
畑
バ
ス
「
も

く
も
く
号
」
が
今
年
３
月
末
で

丸
３
年
を
迎
え
、
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
内
中
心
部
と
雲
ケ

畑
地
域
を
つ
な
ぐ
身
近
な
公
共

交
通
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

雲
ケ
畑
出
張
所　
　

☎
406
‐
２
０
０
１

　多くの人が集まるイベントは、短期間でごみが大量に発

生するなど、環境に大きな負荷を与えています。

　ごみの減量や参加者の環境意識の向上を図るため、次の

支援策を用意しています。

● 「京都市認定エコイベント」の登録制度
　イベントのエコ化に取り組む主催者を応援

するために、「京都市認定エコイベント」登録

制度を設けています。

● 「リユース食器」助成金制度 
　イベントから出るごみを減らす特効薬とな

る「リユース食器（＊）」を広めるため、導

入費用に対する助成金制度を設けています。

＊リユース食器とは繰り返し何度も使える食器のことです。

イベント経費も、環境負荷もまとめて減らそう！

めざせ！エコイベント

問合せ・申請　北エコまちステーション　☎ 366-0155

千
本
北
大
路
か
ら

「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

    

が
始
ま
り
ま
し
た
！

平
成
27
年
度
　
北
区
運
営
方
針
策
定

当
日
の
献
立

☆
黒
豆
ご
は
ん

☆
旬
野
菜
の
豚
肉
巻
き
蒸
し

　
山
椒
ソ
ー
ス
添
え

☆
ト
マ
ト
の
煮
び
た
し

☆
て
っ
ぱ
い

☆
あ
べ
か
わ
麩

　
　
　
＊
献
立
は
変
更
に
な
る

　
　 

　
　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

道
路
陥
没
に
ご
注
意
を

　

北
部
土
木
事
務
所
で
は
、
皆

様
が
安
心
安
全
に
道
路
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
道
路
の
維
持
補

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
々
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
危
険
箇
所
の
早
期
発
見
・
早

期
修
繕
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
道
路
陥
没
に
つ
い
て

は
、
放
置
し
て
お
く
と
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
た
め
、
舗
装

の
緊
急
修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
に
穴
を
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
陥
没
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
至
急
、
北
部
土
木
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

北
部
土
木
事
務
所

☎
492
‐
３
１
１
１

こ
ん
に
ち
は

で
す

　土
木
事
務
所

北部

自
転
車
事
故
に

注
意
！

　

昨
年
、
北
区
で
は
425
件
の
交

通
事
故
が
発
生
し
、
う
ち
126
件

(

約
３
割)

は
自
転
車
が
関
係

す
る
事
故
で
し
た
。

　

中
に
は
、
歩
行
者
と
衝
突
し

歩
行
者
が
負
傷
、
死
亡
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

自
転
車
の
運
転
に
は
運
転
免

許
証
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
交
通

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
刑
事

責
任
の
対
象
と
な
り
、
損
害
賠

償
な
ど
の
民
事
責
任
を
問
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
運
転
免
許
の
停

止
な
ど
行
政
処
分
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
１
日(

月)

か
ら
、
改

正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
伴

い
、
危
険
な
ル
ー
ル
違
反
を
繰

り
返
す
と
自
転
車
運
転
者
講
習

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

　

歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、

　

車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

◆
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・

　
　

並
進
の
禁
止

　

◆
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　

◆�

交
差
点
で
の
信
号
遵
守

と
一
時
停
止
・
安
全
確

認

⑤�

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用

京
都
府
警
察
ス
ロ
ー
ガ
ン

問
合
せ　

北
警
察
署
交
通
課　

☎
493
‐
０
１
１
０

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り

北

北 

区

北

道路陥没の例

京
都
市
戦
没
者
追
悼
式

ふれあいまつり2015における
資源物回収のお知らせ

・使用済てんぷら油　・蛍光管（電球は対象外）
・水銀体温計（水銀血圧計）　
・古紙類（新聞、段ボール、雑がみ）
・一升びん、ビールびん　
・使い捨てライター
・インクカートリッジ 
・小型家電（石油・灯油を使用するものは除く）
　（縦横奥３０×４０×４０ｃｍ以下のもの）
・記憶媒体類
 （CD、DVD、フロッピー、ビデオテープ）
・古着類　・紙パック　・電池類　・刃物類

当日会場にお持ちください。

＊ふれあいまつり 2015の詳細は１面をご覧ください。

粗品
プレゼント

雲
ケ
畑
バ
ス
「
も
く
も
く
号
」

３
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！
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